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福島潟鳥獣保護区管理観察棟

福島潟は新潟市北区に位置し、天然記念物のオオヒシクイをはじめとする220種類以上の渡り鳥や、

450種類以上の水生・湿性植物などが確認されている国指定の鳥獣保護区です。今回、建て替え整備し

た福島潟鳥獣保護区管理観察棟（通称「雁晴れ舎」。平成26年9月12日オープン。）は、その区域内の

湖畔に建つ無人の施設で、地域の小学生等の課外活動での使用や、バードウォッチャーに親しまれて

います。浸水対応の高床式、傾斜壁を持つ特徴的な外観に加え、北陸地整では公共建築物等における

木材の利用の促進に関する法律施行以降、初の木造施設となります。

■施設名 ：福島潟鳥獣保護区管理観察棟

■所在地 ：新潟市北区福島潟乙26

■発注者 ：国土交通省北陸地方整備局

■工事期間 ：平成26年2月～平成26年8月

■構造規模 ：W造 2階建 延べ面積 81.00㎡
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福島潟鳥獣保護区観察棟の整備

１ 福島潟鳥獣保護区観察棟

福島潟はラムサール条約の登録湿地となっ

ており、国の天然記念物オオヒシクイの日本

一の越冬地として知られています。

今回建て替えを行いました観察棟は、福島

潟の湖畔に建つ野鳥観察のための無人の施設

です。ピーク時には1日に1,000人を超える一

般利用があり、小学生等の課外授業などでの

多人数利用も行われています。

２ 観察棟設計概要

1) 平面計画

利用者に気持ちよく観察していただけるよ

うに、出来るだけ2階屋内観察室・デッキ及

び屋上デッキの面積を広くとるように設計を

行いました。また、排水、通風、湿気抑制の

ため、１階デッキ床を目透かし張りとしてい

ます。

2) 既存杭等の再利用

既存の基礎・基礎梁と、新しい基礎・基礎

梁を一体化させ、既存の杭を再利用すること

により、資源の有効活用・コスト削減及び工

期の短縮を図りました。また、既存の杭・地

中梁を出来るだけ生かせるように、上部構造

のスパン割を設定しています。

3) RC基礎の立ち上がり

干潟の氾濫水により最大でGL＋2mまで冠水

する可能性があるため、耐久性を考慮して基

礎の立ち上がり部をRC造としました。

4)周辺環境を考慮した外観

外観は、この地域のシンボルで、観察棟に

近接する「ビュー福島潟」（1997年設計：青

木淳建築計画事務所）を意識した造りとして、

周辺環境との調和を図っています。
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5) 野鳥観察

ヨシの高さが3m程度となるため、2階及び

屋上からの観察をメインとしています。

1階は湖面、水平方向の観察を主としてい

ます。

6) バードストライクの軽減対策

野鳥の建物への衝突（バードストライク）

を軽減するため建具を垂直とすることにより、

外壁面との間に袖壁を設けています。

7)葦簀（よしず）受けの設置

湖面に対して観察棟利用者の車のライトが

直接あたる事により野鳥に影響が生じないよ

うにするため、また冬場の雪囲い・風除け用

として、RC基礎立ち上がり部によしずを設置

できるようにしています。

事業紹介

外壁面

建 具

よしず



トキ保護センター飼育ケージ棟の整備事業紹介
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1  事業の目的

佐渡トキ保護センター野性復帰ステーショ

ンは佐渡島南東部、新穂（にいぼ）地区の山

腹に位置しており、トキの野性復帰に向け、

生存や繁殖に必要な基本的能力を獲得させる

ため、より野生下に近い環境で順化訓練を

行っている施設です。

本整備は、既存の施設に加え、トキの飼育

密度の緩和、飼育環境の改善を図るため、飼

育ケージ棟の増築を行うものです。

2 飼育ケージ棟概要

面積：621.22㎡

構造規模：鉄骨造 平屋建て

3 建築計画

飼育ケージはトキが将来的に野生で生活で

きるようにすることを目的として、飛翔や採

餌、休息ができるような施設としています。

内部は飛翔に支障がでないよう概ね円形に近

い八角形（26m×26m）の平面形としており、

天井までは5～8mの高さを確保しています。

飼育ケージ棟外観

飼育ケージ棟内観

4 仕上げ等

外壁や屋根は、通気性を確保しつつ、外部

からの外敵・小動物の進入を防ぐために菱形

金網で覆っており、内部にはトキの飛翔時の

衝突防止として、外壁との間に樹脂ネットを

設けています。また、外壁の一部には外敵・

小動物が屋根に登れない（手・足掛かりとな

らない）ようにポリカーボネート板を張って

います。

屋根の一部にも降雨、降雪時の逃げ場所と

して、透過性のあるポリカーボネート板の屋

根を設けています。

5 内部環境

内部にはトキが留まれる自然樹木や人工の

留まり木を設置しているほか、ドジョウなど

の給餌・水飲み用の池を配しています。また、

監視カメラ、集音マイクを設置し、トキの飼

育環境や生育状況を飼育ケージ棟から離れた

管理棟で監視できるようにしています。

繁殖ケージ

順化ケージ

管理棟
新設
飼育ケージ棟

野性復帰ステーション 配置図



新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹病院 研修医宿舎の整備

新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹

病院 (以下「魚沼基幹病院」といいます。)

は、魚沼地域の拠点的医療を担う新しい病院

として平成24年3月に着工し、平成27年3月の

竣工に向けて現在も工事が進められています。

研修医宿舎は、魚沼基幹病院に勤務する研

修医に良好な居住環境を提供するための共同

住宅として、平成26年3月に竣工しました。

１ 施設概要

所 在 地：南魚沼市浦佐4056-1ほか

敷地面積：2,210.41㎡

建物規模：RC造3階建 1,685.41㎡

用 途：共同住宅 30戸

２ 施設の特徴

(a) 建物

住戸は、単身入居を前提としたワンルーム

形式となっています。

南魚沼市という豪雪地に立地することから、

共用廊下やベランダにも建具を設け、冬でも

風雪がしのげるように配慮した設計となって

います。

また、駐車場も豪雪地であることを考慮し、

1F部分をピロティとして、全住戸分(30台)を

屋根付きで確保しています。

(b) 設備

宿舎が立地する浦佐地域は地下水が豊富な

こともあり、屋根や外構通路部分などには散

水消雪設備を設け、除雪などの必要がないよ

うに設計されています。

３ おわりに

病院本体の工事は平成27年3月に竣工、同

年6月には開院を予定しています。

開院に際し、この研修医宿舎が将来の地域

医療を担う研修医の皆さんの研修環境向上に

寄与することを切に願っております。

新潟県土木部都市局営繕課

施設外観

住戸内観

ベランダ(サンルーム) 共用廊下

１Ｆ 駐車場(ピロティ)

事業紹介
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１ 優良工事等の表彰の概要

北陸地方整備局においては、平成２５年度

に終了した工事及び業務の中から、その施工

及び成果が優秀であって、他の模範となるも

のを選定しています。

このうち、営繕事業に係る優秀なものにつ

いて、下記のとおり表彰されました。

２ 優良工事

工事名：新潟港湾合同(12)空調設備改修工事

受注者：株式会社ナカムラ

工事名：石川県警察学校(11)建築工事

受注者：東洋建設株式会社 北陸支店

工事名：石川県警察学校(11)機械設備工事

受注者：日栄商事株式会社

３ 優良工事における下請負者表彰

工事名：石川県警察学校(11)建築工事

下請負者：株式会社新保鉄筋工業

４ 優良工事における下請負者の専任技術者

表彰

工事名：石川県警察学校(11)建築工事

技術者：株式会社新保鉄筋工業 若宮剛

５ 優良委託業務

業務名：福島潟鳥獣保護区管理棟設計業務

受注者：株式会社グリーンシグマ

業務名：トキ保護センター飼育ケージ増築

その他設計業務

受注者：株式会社プレック研究所

営繕部長表彰

平成25年度完成北陸地方整備局 優良工事等の表彰（営繕関係）話題

金沢営繕事務所長表彰

新潟港湾合同(12)空調設備改修工事

石川県警察学校
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北陸地方整備局事業研究発表会

北陸地方整備局事業研究発表会は、組織の

活性化及び個人のスキルアップを目的に毎年

開催されています。今年度は7月30日、31日

の両日にわたり、新潟美咲地方合同庁舎１号

館において開催され、営繕部及び金沢営繕事

務所からは、各1題を発表しました。

■ 木材利用による福島潟鳥獣保護区管理観

察棟における設計の取組みについて

木材の利用及び価格の低迷、建築基準法の

改正等を受け、2010年10月に国土交通省及び

林野庁共管による「公共建築物における木材

利用の促進に関する法律」が施行されました。

それらを踏まえ北陸においても木造化にふ

さわしいプロジェクトとして「福島潟鳥獣保

護区管理観察棟」において木材利用の取組み

を行いました。

本研究では、法施行の背景や、下記の木材

利用における考慮事項の他、福島潟鳥獣保護

区観察棟の事業概要を説明しました。

話題
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構造計算及びコストバランスを考慮した材料選定

『集成材』
柱、梁、桁

唐松
（国産材を使用）

『製 材』
大引き、
垂木、頬杖

米松
（外国産材を使用）

【構造材】

【造作材】

窓枠、廻り縁 製材

建具、幅木、

カウンター等 集成材 タモ

スギ

■ 空気調和設備の設置環境を向上するため

の創意工夫

パッケージ形空気調和機の室外機設置場所

は、機器効率を左右する非常に重要な要素で

す。しかし、設置場所については施設の構造

や平面計画等によって様々な要因で制約を受

けるため、設計時に十分に考慮して設置場所

の選定や空気調和設備の能力等を決定する必

要があります。

本研究では、パッケージ形空気調和機の新

設を行った際に、機器効率の低下の恐れが想

定される設置場所への計画となったため、設

置環境を向上させることによる機器効率の低

下を抑制する手法を採用しました。

室外機新設後に新たに環境測定を行った結

果、周辺環境の向上が図られたことが確認で

き、機器効率の低下の影響を抑制できました。

発表では、本研究対象施設の工事概要や、

実際に機器設置後の機器効率の低下を抑制す

るために行った創意工夫について説明しまし

た。

パッケージ形空気調和機の設置状況



北陸地整初！国の建物の免震構造を見よう

北陸地方整備局では、管内の土木・営繕工

事現場・施設において、見学希望者に対して

現場見学を実施しています。

営繕部でも、営繕事業への理解や建築の知

識を高めてもらうことを目的として、「公共

建築の日」に新潟美咲合同庁舎1号館の免震

層の現場見学会を開催しました。

日 時：平成26年11月11日

場 所：新潟美咲合同庁舎1号館

参加者：新潟県立新潟工業高等学校

建築科 1年生39名

今回見学会を実施した、新潟美咲合同庁舎

1号館は、大規模地震等災害発生時において

も国民の安全なくらしを支えるため、災害応

急対策活動の拠点として機能を十分に発揮で

きるよう、営繕部が整備した北陸地方整備局

管内初の免震構造による官庁施設です。

見学会では、はじめに会議室(災害対策

室）で建物の免震の仕組み及び免震装置（積

層ゴム支承、転がり支承、オイルダンパー）

についての説明をした後、2班に分かれて普

段は入ることができない建物下部の免震層に

設置されている免震装置を見てもらいました。

生徒は説明者からこの建物の重量が約1万

6,000トンあり、この重量を40個の免震装置

で支えているなどの説明を受けながら、はじ

めて見る免震装置に実際に触れ、説明者に質

問をしたり、メモを取ったりしながら興味深

そうに見ていました。

免震層装置説明状況

免震装置見学状況

北陸地整がススめる！現場見学ガイド話題
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新潟美咲合同庁舎１号館全景



１ インフラ長寿命化基本計画（政府全体の計
画）

国や地方公共団体等が一丸となってインフラ

の戦略的な維持管理・更新等を推進するため、

政府全体の取り組みとして、平成25年11月に「

インフラ長寿命化基本計画」がとりまとめられ

ました。その基本計画に基づき、国、地方公共

団体レベルの全分野にわたるインフラ長寿命化

計画（行動計画）を策定することになっていま

す。

２ 国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計

画）（うち官庁施設に関する部分）

国土交通省では、基本計画に基づき、平成26

年5月に「国土交通省インフラ長寿命化計画（行

動計画）」をとりまとめましたが、このうち官

庁施設分野では次のような取り組みを行うこと

としています。

(1)計画の範囲

① 対象施設

官庁施設については、官公庁施設の建設等に

関する法律（官公法）第13条第1項の対象である

国家機関の建築物を対象施設としています。

② 計画期間

平成26〜32年度（2014〜2020年度）の7カ年と

しています。

(2)構成

以下に示す8項目について、官庁施設の「所管

者（体制や制度等を構築する者）」である国土

交通省官庁営繕部及び地方整備局営繕部等の取

り組みと、官庁施設の「管理者（各インフラの

管理者）」である各施設を実際に管理する施設

管理部局の取り組みを記載しています。

① 点検・診断／修繕・更新

② 基準類の整備

③ 情報基盤の整備と活用

④ 個別施設計画の策定・推進

⑤ 新技術の開発・導入

⑥ 予算管理

⑦ 体制の構築

⑧ 法令等の整備

(3)取り組みの概要

官庁施設分野の記載項目は、表-1に示す内

容になっています。

(4)各省各庁との連携

今般の国土交通省行動計画の策定を皮切り

に、今後、各省各庁において行動計画の策定

に向けた検討が本格化します。この際、官庁

施設を管理する各省各庁の間で基本的な取り

組みの方向性を共有し、官庁施設全体の維持

管理・更新等を着実に推進することができる

ように、「官庁施設における長寿命化計画に

関する連絡調整会議」を設置しました。

この会議において検討を行った結果として

、本年7月に行動計画作成の手引きをとりまと

め、同会議の上位意思決定機関である「中央

官庁営繕担当課長連絡調整会議」の申し合わ

せとしたところです。

今後は，行動計画に基づいて個別施設計画

（中長期保全計画等）の策定を進めていく必

要があるため、公共建築相談窓口や官庁施設

保全連絡会議を活用して施設管理者への技術

的支援を実施する等、引き続き各省各庁と連

携していく予定です。

官庁施設のインフラ長寿命化
－国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）－

特集
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特集
官庁施設のインフラ長寿命化

－国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）－



第32回官庁施設保全連絡会議（北陸地区）を開催

北陸地方整備局営繕部及び金沢営繕事務所

は、新潟地区（新潟県）及び石川・富山地区

（石川県・富山県）において、毎年度「官庁

施設保全連絡会議」を開催してます。

会議は管内の国家機関等の施設管理者を対

象として、施設の保全現況と課題、保全の意

識向上、重要施策等の情報提供及び意見交換

を行うことを目的として、次のとおり開催し

ました。

◇ 新潟地区

開催日 平成26年7月10日

会場 新潟美咲合同庁舎1号館

参加者 国家機関 25官署 39名

独立行政法人 5機関 8名

◇ 石川・富山地区

開催日 平成26年7月14日

会場 金沢駅西合同庁舎

参加者 国家機関 32官署 39名

独立行政法人 1機関 1名

地方公共団体 14機関 21名

1 建築物等の保全の現況と長期耐久性

平成25年度に実施した保全実態調査結果を

分析し今後の課題を説明するとともに、建築

物の耐久性と修繕周期の目安等について説明

しました。

2 不具合事例の紹介

平成25年度に保全実地指導を行った5施設に

おいて指摘した11項目の具体的事例を紹介し

ながら、どの様に是正すればよいか等を解説

し、注意喚起を行いました。

3 法定点検と確認記録の実践

建築基準法と官庁施設の建設等に関する法

開催状況（新潟地区）

開催状況（石川・富山地区）
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保全情報

律（官公法）における法定点検の対象建築物

と点検の周期を比較しながら、説明しました。

法定点検の実施にあたり、点検項目、点検

対象、点検周期、点検方法、支障の有無及び

支障の内容をまとめた「法定点検チェック

シート」を使って、各年度の点検の実施及び

点検結果を保存するシートとして活用するよ

う、改めて周知しました。また、保全実地講

習を昨年度同様実施し、新潟地区では新潟美

咲合同庁舎1号館をモデルに、石川・富山地区

では金沢駅西合同庁舎をモデルに建物内外を

巡回しながら、点検・確認対象部位における

点検のポイントや、点検・確認記録表及び点

検マニュアルの記入方法を説明しました。



第32回官庁施設保全連絡会議（北陸地区）を開催

さらに、新潟地区会場では改修工事中の現

場見学を行い、普段は見られない天井内に収

まっている機器、ダクト、配管配線の様子を

学習しました。

4  予算要求のポイント

保全の必要性については、各施設管理者に

十分ご理解いただいているところですが、管

理している施設において、通常の保全業務や

予算では対応できない大きな不具合や重大な

故障等が発生した際には改修工事や大規模修

繕が必要となるので、改修予算を要求するポ

イントと、平成27年度の各所修繕費要求単価

と庁舎維持管理費要求単価について説明しま

した。

5 官庁施設のインフラ長寿命化計画

平成25年11月に決定した政府全体のインフ

ラ長寿命化基本計画を受け、平成26年5月に策

定した国土交通省インフラ長寿命化計画（行

動計画）について説明しました。（インフラ

長寿命化計画については、P8～9参照）

6 その他情報提供

営繕部及び金沢営繕事務所からの情報提供

として、平成25年4月に制定された「官庁施設

の津波防災診断指針」、「建築保全業務共通

仕様書（平成25年版）」等の基準類について

説明しました。
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開催状況（新潟地区 保全実地研修）

開催状況（新潟地区 保全実地研修）

保全情報

開催状況（石川・富山地区 保全実地研修）



官庁施設情報管理システム操作説明会（北陸地区）を開催

官庁施設情報管理システム(以下「BIMMS-

N」といいます。)の各省各庁施設管理者向け

操作説明会を、下記のとおり開催しました。

◇ 新潟地区 平成26年5月15日 新潟市内

◇ 石川地区 平成26年5月22日 金沢市内

◇ 富山地区 平成26年5月23日 富山市内

今回も昨年度の実施内容を踏まえて演習を

取り入れるとともに、工夫を凝らして説明を

行いました。説明会終了後のアンケートでは、

「役に立つ」が47％、「どちらかというと役

に立つ」が33％と、おおむね好評の結果とな

りました。説明会の内容は次のとおりです。

1 建築物等の保全

施設管理者が実施する保全の目的や具体的

な内容について、根拠法令等の解説も交えな

がら説明を行いました。

2 北陸地整管内の保全の現況

北陸地方整備局管内の保全実態調査の結果、

そこから見えた今後の課題、不具合事例の紹

介を行いました。

3 法令点検

法令点検の重要性について説明するととも

に、キャンペーンポスターを掲示する等の周

知を図りました。さらに、簡易に法令点検が

実施できるよう、北陸地方整備局が作成した

法令点検チェックシートを紹介するとともに、

その使用方法を説明しました。

また、建築物の維持管理を怠ったことが原

因とみられる事故事例・裁判事例の紹介し、

施設管理者が背負う責任について説明しまし

た。

開催状況（新潟地区）

開催状況（石川地区）

開催状況（富山地区）
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※ BIMMS-N ： Building Information system for Maintenance and Management Support in National government. 



4 BIMMS-Nの概要

BIMMS-Nを使った保全実態調査票の入力に関

して、法定点検の内容、建築部位に対する知

識不足や誤解による入力ミス等をなくすため

の説明を中心に行いました。

5 BIMMS-Nの実践

実機(PC)を使用して、次の内容について実

践しました。

① 保全実態調査入力

② 施設維持管理機能の入力

③ その他機能の説明

6 年度保全計画

簡易に作成可能となった「年度保全計画

書」の演習を行い、施設管理者自らによる各

施設の年度保全計画書の作成を促しました。
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キャンペーンポスター
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■ 公共建築相談窓口

北陸地方整備局では、国等の機関や地方公共団体からの公共建築に関する疑問・質問等にお答えす

る「公共建築相談窓口」を開設しています。

また、公共建築工事の円滑な施工確保の取組として、公共建築工事の予定価格設定等に関する相談

の受付も行っています。お気軽にご相談ください。

○ 北陸地方整備局営繕部 計画課

TEL: 025－280－8880（内線5153） （保全関連は内線5512）

FAX: 025－370－6504

e-mail: pb-soudan@pop.hrr.mlit.go.jp

○ 北陸地方整備局金沢営繕事務所 技術課

TEL: 076－263－4585

FAX: 076－231－6369
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